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私たちＮＰＯ法人ロシナンテスの名前は、小説「ドン・キホーテ」

に出てくるドン・キホーテが乗る痩せ馬のロシナンテに由来して

います。「私たち一人一人は痩せ馬ロシナンテのように無力か

もしれないが、ロシナンテが集まり、ロシナンテスになれば、

きっと何かできるはずだ！」と考え、「ロシナンテス」と名付

けました。今後もこれを信念として一歩一歩歩んで参りま

す。皆さまのご支援をよろしくお願い申し上げます。

「医」を届ける。

「医」を届ける。
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スーダンの日常、普段の風景と生活
喧騒の大都会と静穏の村々。

笑顔溢れる、それぞれの暮らし。

都市 の日常

村落の日常

ロシナンテス事務所でスーダン人スタッフ

と一緒に食べています。食事はみんなが

揃ってからいただくのがスーダン流です。

朝食だけでなく、昼食は16時、夕食は22

時頃とスーダンの食事時間は全体的に

遅いのが特徴です。

　ハルツームではライフラインもかなり

整備されています。電気がほとんどの世帯

で使えるほか、水についても水道が整備

されており、蛇口をひねれば水が出ます。

水圧は弱いものの、日本とほぼ同じ感覚

です。炊事や給湯にはプロパンガスを使

用しています。

　村での暮らしはどんなものでしょうか。

ロシナンテスが活動しているシャルガニール

地域は、ハルツームから車で2時間ほどしか

離れていません。ですが、暮らしぶりはかな

り異なっています。

　まず家。こちらは手作りであることが

ほとんどです。風通しを良くするなど、昔か

らの知恵を活かした工夫がされています。

交通手段は徒歩やロバですが、村が小さい

ので移動に時間はあまりかかりません。

重たい水などを運ぶのはラクダやロバです。

　電気もガスもないため、炊事には炭を使

用します。主食はソルガム

などが原料のアシーダ

やキスラと呼ばれるも

のに、トマトベースのシ

チュ―などをかけます。

生活しやすいように工夫された、手作りの住居

野外教室でコーランやアラビア語などを学ぶ子ども
たち（左上・左中央）、炭を使った炊事（右上）、ラマダン
中の食事の様子（左下）

水は給水所から運んできて
使っています

三輪バイクのリキ
シャ（左上）、食事の
様子（右上・左下）、
昔ながらの黄色い
タクシー（右下）

上空から見たハルツーム
（上）、日本とあまり変わらな
いトイレやシャワーが利用
できます（左）

食事はテーブルではなく、ゴザを敷いてみ

んなでいただきます。

　村落では水がなにより貴重です。だから

使い終わった食器はできるだけ少ない水

で洗います。買い物は男性や子供の仕事

で、女性は主に家事を担当しています。

　夕方を過ぎ暑さがやわらぐと、住民はみ

な屋外にベッドを出して家族やご近所さ

んと話しながら過ごし、子供達はサッカー

などで体を動かします。そして、夜には空

いっぱいの星を見ながら就寝します。スー

ダンの村落では、時間がゆっくりと流れて

います。

　スーダンの首都、ハルツーム。青ナイル

と白ナイルが合流する地点に位置し、広

範囲に「街」が広がっています。

　ハルツームでの生活はとても賑やか

で、便利です。舗装された道が広がり、たく

さんの車が走っています。自家用車以外

にはバス・リキシャ（3輪バイク）・タク

シーで移動するのが一般的です。タク

シーについて、ここ最近は配車アプリが

急速に広まっています。このサービスを使

えば炎天下の路上で車を待たなくて良い

ため、みんなとても助かっています。

　都市部の主食はパンです。それに、トマ

トベースのシチューや肉料理、ヒヨコ豆

のコロッケ、豆料理などがよく食べられて

います。朝ご飯は11時ぐらいとちょっと

遅めですので、私たち日本人スタッフも、

hel lo!

R ick shaw
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「医」を届ける。

「医」が、明るく健やかにいきる未来をつくる。 

そう信じて、私たちはこれからも、 

目の前の困っている人とともに歩み続けます。 

何かあったとき、街の病院に行くための車を借りるのではなく、

数週間も先の巡回診療を待つのでもなく、家の近くにある診療所で診てもらえる。 

そんな、身近な医療を実現するため、

2015年、私たちはスーダンの村で診療所建設を行いました。 

2018年1月までに、ハルツーム州の3村に診療所が完成。 

日本の皆さまからのあたたかいご支援と、スーダンの人々の協力により誕生した診療所です。 

診療所では、行政機関でトレーニングを積んだ医療スタッフが住民を診療します。 
例えば風邪をひいたときや、熱が下がらないとき。 

出産を控えたお母さんの体調が良くないとき。 

幼い子どもの発育状況を診てもらいたいとき。

　以前は月に一度の巡回診療に頼っていた村に、

「何かあったらすぐ行ける」と思える場所ができたことで、

住民の安心感が高まります。

　今後、村では診療所を舞台に住民が集い、住民参加型の

地域医療が行われていくことでしょう。 地域で健康を管理

することができる診療所の存在は、住民の命を救い、子ども

たちの夢をつなぎます。

　診療所で健診や予防接種を受けた子どもたちが、健やか

に成長する。子はやがて大人になり、地域の未来を支えます。

村の学校の先生になり、次の子どもたちの夢を育てることも

あるでしょう。村の診療所の医師として住民のいのちを救う

かもしれません。

　そんな未来が、ここから始まります。

2017年度  事業実績

期　間

地　域

　

対　象

方　法

　

実　績

2017年1月～12月

スーダン共和国北コルドファン州オンムダム・ハージ・

アハメド地域

当該地域に居住する乳幼児及び妊産婦/授乳婦

栄養状態を簡易的に測定し、不良が認められた場合に

栄養補助剤を配給する

乳幼児 3,532人、妊産婦/授乳婦 698人に栄養補助剤

を配給した

栄 養 改 善 事 業

期　間

地　域

　

対　象

方　法

　

実　績

2017年1月～12月

スーダン共和国ハルツーム州シャルガニール地域

ワッドアブサーレ区

29村に居住する約20,000人

砂漠地帯に点在する無医村を巡回し、

基礎的医療サービスを提供する

5P参照

巡 回 診 療

期　間

地　域

　

建設地

対　象

実　績

　

今　後

2015年12月～2018年1月

スーダン共和国ハルツーム州シャルガニール地域

ワッドアブサーレ区

アルセレリア村、アルハムダ村、ワッド・シュウェイン村

建設地及びその近隣に居住する住民 3村合計 12,000人

2018年1月の3棟目完成（ワッド・シュウェイン村）を

もって建設完了

2棟目（アルハムダ村）及び3棟目（ワッド・シュウェイ

ン村）の運営に向け保健省との協議を継続

診 療 所 建 設

①アルセレリア村　②アルハムダ村　③ワッド・シュウェイン村　
この 3つの村で診療所を建設しました。
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　2013年よりシャルガニール保健局とともに、ハルツーム州ワッド

アブサーレ区で巡回診療を強化してきました。巡回診療の移動

手段である車の確保と整備を行い、確実に29の村を回れるよう

にしました。また、巡回診療スタッフに対し、日本から招いた専門

家による教育を行いました。この活動の結果、診療スタッフは体

重計の目盛りが読めるようになり、診療記録をつけることができ

るようになりました。また母親の疑問や不安についても、きちんと

対応できるようになっています。そして昨年、この地域での巡回診

療はハルツーム州保健省に引き継ぎました。現地の人々が互い

に協働して巡回診療を継続することができるよう、今後も自主的な

活 動

報 告

05

巡 回 診 療

　広い地域をカバーする巡回診療に対して、診療所はより

身近な医療を常時提供することができます。その観点から

「土とレンガの診療所プロジェクト」において、診療所建

設を進めてきました。おかげさまで皆さまから約3,000万

円のご支援をいただき、2018年1月にはワッド・シュウェ

イン村に診療所を完成させることができました。アルセレ

リア村とアルハムダ村に続き、これで3棟すべての診療所が

完成したことになります。建設にあたっては、３棟それぞれ

で住民からの協力が得られました。

　2月には、ハルツーム州知事、州保健大臣出席のもと、

アルセレリア村とアルハムダ村の診療所で開所式が執り行

われました。アルセレリア村の診療所では、もともと地域

に住んでいた住民がスタッフとして雇われ、州保健省によ

るトレーニングを受けています。アルハムダ村、ワッド・

シュウェイン村の診療所運営も同様に、その地域に暮らす

人を雇用し、州保健省での教育後に診療所で働けるよう、

診 療 所 建 設

患者総数

検査実施数

ワクチン接種数

栄養状態の検査実施数

妊産婦検診数

産後健診数

出産数

1,845

1,102

3,858

6,642

2,171

566

541

人

件

回

件

件

件

人

現在、準備を進めています。

　今後もこうした形で地域の雇用創出や活性化に貢献しな

がら、この診療所が地域医療のシンボルとなるよう、住民

を中心とした医療に向けて支援を続けていきます。また巡

回診療事業との連携を図っていきます。

　2017年度はワッド・シュウェイン村で、トイレの設置と健康教育の

実施に向けた事業計画を立て、準備を進めてきました。

　アルセレリア村では古井戸の改修工事を進めており、2018年度

中には完了する予定です。改修が終わると、約5,000人の住民に

安全な水が届けられるようになります。隣の村まで水を汲みに行く

必要がなくなれば、村人の生産性の向上にもつながると期待され

ています。

　また、新たに水事業を開始する場所として、北コルドファン州

オンムダム・ハージ・アハメド地域を選びました。ここはWFPと協働

で栄養改善事業を行なっている地域です。ナイル川から離れている

ため水の確保が難しく、住民皆がきれいな水を待ち望んでいます。

2018年度に、この地域で新しく井戸を掘り、給水所を建設する

予定です。完成すれば同地域の住民約7,000人へ安定した水が

供給できます。

　井戸は掘ったら終わりではありません。完成した暁には、井戸の

水 事 業

　「北コルドファン州の子どもたちは栄養状態が良くない」という

国連WFPからの報告を受け、2015年より同州のオンムダム・ハ

ージ・アハメド地域で栄養改善事業を行なっています。栄養不良

の影響を一番受けやすいのは、生後６か月から59か月までの

子ども、そして妊産婦や授乳婦です。そこでまずは、７か所ある

地域の診療所で栄養状態の判定を行います。判定は保健省の

基準に沿って進められ、栄養不良と判断された場合は栄養補助剤

を渡します。その後は、回復までの過程をフォローできるよう、定期

的な受診を薦めています。

　2017年度は、５歳以下の乳幼児3,532人、妊産婦・授乳婦

698人に対して、栄養補助とフォローアップを行いました。

栄 養 改 善 事 業

また、次の栄養不良を生まないために、知識を広める取り組みの

一つとして、栄養の意識向上をめざしたワークショップを開催し

ています。これらの活動に加え、ボランティアや栄養アシスタント

による地道な活動の結果、これまで90%以上の例で栄養不良が

改善されました。北コルドファン州では、まだ栄養を必要としてい

る子どもや母親が大勢います。今後もWFPやSIDO、そして州

保健省や現地の人々とこの事業を続けていきます。

管理を住民たちで行えるよう運営委員会を組織し、適切な水利用

の重要性を伝える健康教育を企画していきます。

　井戸、 給水所そしてトイレなどの水に関わる設備は住民の健康

に直結するものです。私たちは今後もこの領域での活動を続けて

いきます。

運営への支援を行っていきます。さらに、2018年度は新たな地域

で巡回診療を行う予定です。 

5歳以下の乳幼児3,532人
に対してフォローアップ、栄養補助

妊産婦・授乳婦698人
に対してフォローアップ、栄養補助

1 2 3 4

PHOTO>>>1.2 PHOTO>>>3

PHOTO>>>4
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　前年度に引き続き、主催イベント「活動報告会」を開催

しました。2017年度は北九州と東京の2会場で開催。2017

年の春と秋、2018年の冬で合わせて500名を超える方々に

ご参加いただきました。

事 務 局

活 動

報 告

07

活 動 報 告 会

　2017年4月から6月にかけて、ロシナンテスとして2回目

となるクラウドファンディングに挑戦しました。今回の

クラウドファンディングでは、スーダン事業部ファイナン

シャル・マネージャーとして当時ロシナンテスに加わった

ばかりの田才が実行者となり、「スーダンの砂漠地帯に暮

らす1万人に安全な水を届けたい！」というタイトルで、

スーダンでの活動に欠かせない四輪駆動車の購入費用を

募集しました。多くの皆さまのご協力により、開始から1ヶ

月を待たずして目標金額の500万円を達成し、最終的に722万

8千円のご支援が集まりました。

　皆さまからのご支援で手に入れることができた四輪駆動車

クラウドファンディング 

総実施回数

総参加者数

6

571

回

名

は既にスーダンに届き、市街地から100km以上離れた場所に

ある活動地への貴重な移動手段として、大切に使用させて

いただいています。

　2017年11月19日に開催されたロシナンテス臨時総会において、

定款変更が承認されました。変更内容の1点目はロシナンテスが

スーダン以外の国で活動できるようになること、2点目は北九州

に加え東京に事務所を設置することです。

　同年12月、定款変更に基づき、東京都新宿区にロシナンテス

東京事務所を開設しました。東京事務所は、そのアクセスの良

東 京 事 務 所 開 設

　2018年3月、清水寺様と協働で、水事業のための「ロシ

ナンテス水基金2018」を開始しました。

　ロシナンテスが2015年から栄養改善プロジェクトを実施

している北コルドファン州にオンムサマーマという村が

あります。村には現在稼働している井戸が2基ありますが、

1万人の住民を支えるのに十分な給水力が

なく、水を得るため早朝から給水所に並ん

でも配給を受けられない人々が数多くいます。

井戸水が手に入らなかった住民は生きてゆく

ために汚濁した水を汲んで飲まざるを得ず、

汚濁した水は感染症を引き起こします。また、

主に女性や子どもの仕事とされている水汲

み労働は、女性の就労や子どもたちの就学

の機会を阻害しています。2018年3月、

ロシナンテスは、村へ水を届けるための井

戸掘削・給水所建設プロジェクトの実施を

決定しました。事業実施のための資金調達

に取り組む中で、清水寺様が「生命の根源

であり、命を守り育む水を届けたい」という

ロシナンテスの思いに共感してくださり、

「 ロ シ ナ ン テ ス 水 基 金 2 0 1 8 」開 始  

協働での募金活動に至りました。

　水基金を通じ、2018年4月中に535万266円のご支援をいた

だき、目標金額であった500万円を達成しました。皆さま

の「想い」をカタチにするべく、2018年度はスーダンで

給水設備設置に関する具体的な協議を進めて参ります。

さを活かした機能を発揮する予定です。具体的には、外務省や

スーダン大使館等との協議、活動報告会等のイベント開催、

様々な地域から東京に集まってくる人材の確保等です。今後は、

「北九州という地方都市に本部を置く」というロシナンテスの

アイデンティティを大切にしながら、「北九州本部」と「東京事

務所」という国内2拠点の体制で活動を続けて参ります。

　2017年10月の活動報告会では、ロシナンテスを10年以上

支えてくださっている写真家・内藤順司様にスペシャル

ゲストとしてご登壇いただき、川原との対談を実施しました。

2018年2月の活動報告会は、公益社団法人東京都看護協会

様からのご協力のもと、同協会の会館で開催させていただ

きました。

　活動報告会は、ロシナンテスからの一方的な情報発信では

なく、支援者の皆さまと情報交換できる貴重な場となって

おります。

　2018年度以降も継続的に開催して参りますので、ぜひ会場

にお越しください。皆さまにお会いできることを楽しみに

しております。

https://readyfor.jp/projects/rocinantes02

21 3

PHOTO>>>2

PHOTO>>>3

PHOTO>>>1

撮影／須藤和也



10ANNUAL REPORT 2017.4-2018.3

会 計

報 告
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経常収益

経常費用

為替差損（C)

法人税（D)

当期正味財産増減額（A-B-C-D)

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

①会費・入会金収入

②事業収益（受託事業収入：JICAほか）

③助成金収入（TOTO水環境基金ほか）

④寄付金収入

⑤雑収入

経常収益計（A)

海外活動費

①生活改善事業（保健医療事業、水衛生事業）

②交流推進事業（人材交流事業）

国内活動費

③救援・復興協力事業

④広報活動・後方支援活動

⑤事務局

経常費用計（B)

17,912,438

23,831,077

6,000,000

68,312,834

312,601

116,368,950

46,024,310

5,634,225

99,605

23,741,011

10,476,860

85,976,011

26,602,690

86,800

3,703,449

168,153,891

171,857,340

（単位：円）

（単位：円）

　　　　　　　　収　　益

会費・入会金収入

事業収益（受託事業収入：J ICAほか）

助成金収入（TOTO水環境基金ほか）

寄付金収入

雑収入

　　　　　　　　合　　計

雑収入

2 0 1 5 　

13,895,500

44,179,776

1,447,982

50,181,738

13,021,656

122,726,652

2 0 1 6 　

16,751,923

34,719,233

5,380,670

51,980,876

8,610,649

117,443,351

2 0 1 7 　

17,912,438

23,831,077

6,000,000

68,312,834

312,601

116,368,950

（単位：円）

　　　　　　　　収　　益

生活改善事業

交流推進事業

救援復興事業

広報事業

事業部門計

管理部門

　　　　　　　　合　　計

管理部門

広報事業
救援復興事業
交流推進事業

生活改善事業

2 0 1 5 　

50,680,882

9,071,643

29,184,559

19,302,268

108,239,352

11,424,793

119,664,145

2 0 1 6 　

48,700,751

1,397,885

1,787,456

21,705,298

73,591,390

13,168,688

86,760,078

2 0 1 7 　

46,024,310

5,634,225

99,605

23,741,011

75,499,151

10,476,860

85,976,011

2014年度決算 正味財産額

123,251,628

2015年度増減額

7,292,862

2016年度増減額

37,609,401

2017年度増減額

3,703,449

2017年度決算 正味財産額

171,857,340

活動計算書

収益推移

費用推移

正味財産推移

会費・入会金
収入15.4%

事業収益
20.5%

助成金収入5.2%

寄付金収入
58.7%

雑収入0.3%

経常
収益

経常
費用

生活改善事業
53.5%

交流推進事業6.6%

救援・復興協力
0.1%

広報活動・
後方支援活動
27.6%

事務局
12.2%

0 1000万 2000万 3000万 4000万 5000万 6000万 7000万

2017

2017

事業収益
会費・入会金収入

助成金収入
寄付金収入

0 1000万 2000万 3000万 4000万 5000万 6000万 7000万 8000万

事業部門計

雑収入 雑収入

管理部門 管理部門

広報事業 広報事業
救援復興事業 救援復興事業

交流推進事業 交流推進事業
生活改善事業 生活改善事業

0 1000万 2000万 3000万 4000万 5000万 6000万 0 1000万 2000万 3000万 4000万 5000万 6000万

2015 2016

2015 2016

事業収益 事業収益
会費・入会金収入 会費・入会金収入

助成金収入 助成金収入
寄付金収入 寄付金収入

0 2000万 4000万 6000万 8000万 10000万 12000万 0 1000万 2000万 3000万 4000万 5000万 6000万 7000万 8000万

事業部門計 事業部門計
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ロシナンテス理事長 兼 
スーダン現地代表

川 原 尚 行

　いつもロシナンテスをご支援くださり、

心より感謝申し上げます。

　おかげさまで、スーダンの社会インフラが

十分でない地域において「医」を届ける事業

を継続することができています。

　2014年からスタートした「ハルツーム州

シャルガニール郡における僻地診療改善

プロジェクト」（JICA草の根技術協力）は、

3年間の事業期間を終了しました。終了後

に行った地域住民へのアンケート調査では、

非常に満足しているとの結果が出ました。

地域医療の質向上、また住民の健康に対

する意識の向上において、一定の成果を出

せたのではないかと受け止めています。今後

は、ハルツーム州保健省がこの事業を継承

します。私たちは隣接する地域で新たな地域

医療を開始する予定であり、そのための

協議を続けています。

　2018年1月、「土とレンガの診療所プロ

ジェクト」の締めくくりとなる、３つめの診療所

がワッド・シュウェイン村に完成しました。

先に完成している2つの診療所はハルツー

ム州保健省による運営が始まっており、3つ

めの診療所も稼働に向けてスタッフの研修

を行っています。今後はこれらの診療所に

加え、同地域で準備中の水事業や、健康を

守るための住民への教育が、住民一人ひと

りの健康改善や地域の発展に貢献すること

でしょう。

　北コルドファン州では、WFP(世界食糧計

画)と協働での栄養改善事業を継続しており、

栄養が足りていない乳幼児や妊産婦、授乳

婦の栄養改善を支援しています。また、同州

においてきれいで安全な水を供給するため、

井戸掘削に向けた調査を進めています。

　これまで日本におけるロシナンテスの事

務所は北九州のみでしたが、外務省、駐日

ロシナンテスは皆様の
継続的なご支援を求めています。

ロシナンテスへのご寄付は、
寄付金控除等の税の優遇措置を 

受けることができます。

遺贈をお考えの方へ

個人で毎月1,000円クレジットカードで寄付した場合、総寄付額は、
1,000円×12か月=12,000円ですが、確定申告で税額控除の適用を
うけることで（12,000円－2,000円）×40％＝4,000円が還付されるため、

実質年間ご負担額は、8,000円（＝12,000円－4,000円）となります。

個人からのご寄付の場合

法人からのご寄付の場合

個人所得税の寄付金控除について
個人が各年において支出した認定NPO法人に対
する寄付金で、その寄付額が2,000円を超える場合
には、確定申告の際に所得税の寄付金控除として
「税額控除」または「所得控除」のいずれかが選択
適用できます。
※年間寄付額や所得税率などによって有利な選択が
異なります。詳しくは税務署等にご確認ください。

一般のNPO法人等に寄付した場合の「一般損金算入限度額」とは別枠の「特別損金算入限度
額」が適用されます。なお、寄付総額が「特別損金算入限度額」を超える場合には、その超える
部分の金額を「一般損金算入限度額」に算入することができます。

個人住民税（地方税）の
寄付金控除について
寄付者がお住まいの都道府県ま
たは市区町村が条例で指定した
認定NPO法人等に寄付した場合
に適用されます。
※お住まいの都道府県または市
区町村にご確認ください。

寄付金控除
（所得控除または税額控除）

一般の寄付金に係る損金算入限度額
＋

認定NPO法人等に対する寄付金に係る損金算入限度額

寄付金額ー2,000円
寄付者《個人》

認定
NPO
法人

認定
NPO
法人

寄付者《法人》

例えば

※これらを受けるためにはロシナンテス発行の「領収書」が必要です。

（毎月・毎年の定額寄付で長期的な活動ができます）

継続的
寄付

クレジットカード 1,000円から
ロシナンテスのホームページから
お手続きください。

銀行口座自動振替 1,000円から 所定の申込用紙を送付させていただきますので
ロシナンテスまでご連絡ください。

今回
のみ
寄付

クレジットカード 1,000円から
ロシナンテスのホームページから
お手続きください。

郵便局 郵便局備え付けの払込取扱票をご利用いただくか、
下記の口座へお払い込みください。

口座記号：01720－3　口座番号：74330　店名：一七九
加入者名：NPO法人ロシナンテス

恐れ入りますが、払込手数料をご負担願います

郵便局 金融機関：福岡銀行 三萩野支店（みはぎの）　預金種類：普通
口座番号：1733240　口座名義：特定非営利活動法人ロシナンテス

恐れ入りますが、払込手数料をご負担願います

郵便局もしくは銀行口座へ振り込みされる方で、「領収書」をご希望の場合は必要項目を電話、FAXまたは
メールでお知らせください。　必要項目［①振り込み日　②振込者情報（お名前、ご住所）　③振り込み金額］ご 注 意

スーダン大使館などとの交渉や幅広い人材

確保、他NGOとの情報交換のため、東京に

新たな事務所を開設しました。今後は、北九

州本部と東京事務所の国内2拠点からアフ

リカにおける事業を支えていきます。

　2017年10月、長きにわたり米国からスー

ダンに課されていた経済制裁がようやく解

除されました。しかし、経済は期待されたよう

には上向いていません。このような状況のな

か、社会インフラが整っていない地域で困っ

ている人たちに「医」を届けられるよう、スー

ダンと日本のスタッフで力を合わせて事業を

推進して参ります。

　今後ともロシナンテスのご支援をどうぞ

よろしくお願い申し上げます。

ご 挨 拶

遺言によって、ご自身の財産の一部または

すべてを特定の個人や団体に与える遺贈。

近年、認定NPO法人へ遺産を寄付したいと

考える方が増えており、ロシナンテスもお問い

合わせをいただくようになりました。

ロシナンテスでは「遺贈のご案内」（小冊子）を

ご用意しております。必要な手続きやよくある

質問をまとめており、ご関心のある方に無料で

お送りしています。

ご希望の方はロシナンテスまでお問い合わせ

ください。

故人様とご遺族の
やさしさを、
明日をつくる命へ。

TEL:093-521-6470
      （受付時間 平日10:00～17:00）

FAX:093-521-6471　

　 info@roc inantes.org

問合せ
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